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る
い
設
計
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
¥
特
長
的
な
も
の
と
し
て
は
¥

害
者
間
の
ト
イ
レ
や
互
関
ホ
i
ん
に
ス
ロ
ー
プ

な
ど
ガ
取
り
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
施
設
は
¥
こ
れ
か
ら
大
勢
の
町
民
の
皆

さ
ん
に
利
用
活
用
さ
れ
¥
人
と
人
と
の
つ
な
ガ

り
や
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
シ
ヨ
ン
を
一
層
深
め
¥
明

る
い
地
域
社
会
ゃ
つ
く
り
に
大
き
く
童
献
す
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

活

力

の

あ

る

地

域

社

会

づ

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

ー

活

動

の

拠

点

京

司

一

橋
の
住
民
の
皆
さ
ん
を
中
山
に
出
く
乙
利
用
い

ん
に
だ
く
施
設
と
し
て
の
ま
閉
会
舘
ガ
去
る

3
月

何
日
に
完
成
し
ま
し
だ
。

こ
の
施
設
は
原
子
力
胞
設
問
辺
環
境
整
備
事

業
の
一
環
と
し
て
¥
県
の
補
師
事
業
で
建
設
さ

れ
だ
も
の
で
す
。

建
物
は
鉄
骨
造
り
平
家
建
〈
味
酉
積
川
問
問
〉

で
¥
多
呂
田
に
利
用
で
き
る
集
会
室
¥
2室
続

き
の
和
室
(
加
畳
〉
を
メ
イ
ン
に
¥
料
理
実
習

二参4二3司二矛。

O
場

所大
洗
町
磯
浜
町
九
二
七
番
地

O
敷
地
面
積

九
四
四
・
六
五
M

O
建

物鉄
骨
造
平
家
建

床
面
積
一
九
四
・
五
五
ぱ

O
総
工
事
費

二一

O
、
O
七
O
、
0
0
0円

。

内

訳
集
会
室

和

室
和

室

調
理
主

ト
イ
レ

そ
の
他

六
五
ぽ
一O
畳

一
ニ
・
五
畳

一
四
ぽ
(
努
子
・
女
子
・
身
障

者
)
玄
関
・
ホ

l
ル
・
廊
下

等

O
施
工
業
者

大
洗
町
大
賞
町
一
二
四
九

i
ニ

合
資
会
社
戸
塚
建
設

O
沼
市
補
助
対
象
事
業
名

昭
和
白
年
度
原
子
力
施
設
周
辺
環
境
繋
備
事
業

倒
玄
関
前
の
身
障
者
用
ス
ロ
ー
プ

E主A 
式集

盤

ふ調理室

週明るいホール
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瞬間

開会討番審会討

出〕〔歳

費工商

農林水産業費

143，945千円

費

321，222千円

育費

187，128千円

防i南
費

463，211千円

{責公

(千円)
労働費 138 
災害復泊費 1 
諸支出金 45，037
予備費 10，018費

550，945千円

地方議与税，娯楽施設利
用税交付金， 自動車取得
税交付金，交通安全対策
特別交付金，財産収入，
寄F付金，利子事l交付金

383，456千円

生、民

費

879，594千円

手主車窓

入〕〔藤

内関長
監臨
時説明

昭
和
白
年
度
第
一
回
司
議
会

定
制
会
の
開
催
に
あ
だ
り
、
匝

政
運
営
に
対
す
る
私
の
所
信
の

一
端
と
¥
新
年
度
施
策
の
大
綱

を
述
べ
、
議
員
各
位
並
び
に
町

民
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
わ
り
だ
い
と
葎
じ
ま
す
。

(
期
政
運
醤
の
基
本
〕

潜
の
あ
る
「
豊
か
な
海
浜
文

化
都
市
守
つ
く
り
L

を
目
指
し
¥

そ
の
機
能
を
高
め
な
ガ
ら
生
み

よ
い
地
域
社
会
づ
く
り
な
推
し

進
め
る
だ
め
に
¥
私
は
町
長
就

任
以
来
一
翼
し
て
「
町
政
運
蛍

5
つ
の
柱
L

(

印
刷
掲
〉
を
施
策

と
し
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
し

た。
そ
の
結
果
、
成
巣
も
着
実
に

あ
ガ
っ
て
き
て
お
り
ま
す
ガ
、

今
後
と
も
町
民
各
自
と
手
を
携

え
¥
新
し
い
社
会
経
済
環
境
と

国
・
県
の
動
向
及
び
方
針
を
踏

ま
え
¥
地
域
の
特
性
を
十
二
分

に
生
か
し
な
ガ
ら
穫
極
的
に

国
・
県
ブ
日
一
ン
エ
ク
ト
の
導
入

と
民
間
活
力
の
活
用
を
も
併

せ
¥
地
域
活
性
化
を
図
る
定
め

に
一
更
に
努
力
を
し
て
ま
い
る
所

容
で
あ
り
ま
す
。

近
年
我
が
閣
の
経
済
は
¥
大

幅
な
円
高
等
に
よ
り
景
気
ガ
停

滞
し
¥
そ
の
た
め
¥
昨
年
は
内

需
拡
大
在
中
山
と
す
る
景
気
浮

揚
対
策
等
ガ
打
ち
出
さ
れ
ま
し

だ
。
黒
に
お
い
て
は
国
政
に
歩

調
を
合
せ
た
積
極
型
予
第
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

本
町
に
お
い
て
も
、
大
洗
港

の
開
港
¥
大
洗
鹿
車
線
の
簡
通

が
契
機
と
な
っ
て
首
都
薗
域
の

強
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
押
し
寄

せ
て
き
て
お
り
ま
す
。

内
需
拡
大
は
¥
地
域
間
競
争

の
灘
化
に
つ
な
ガ
る
と
患
わ
れ

ま
す
、
ガ
¥
幸
い
に
本
町
は
菖
都

圏
域
に
あ
り
な
ガ
ら
自
然
環
境

と
¥
地
の
利
に
恵
ま
れ
て
お
り
¥

充
分
こ
の
競
争
に
は
打
ち
勝
て

る
も
の
と
確
信
い
た
し
て
お
り

ま
す
。こ
の
よ
う
な
背
景
を
踏
ま
え
¥

す
で
に
ま
ち
づ
く
り
の
理
意
を

明
確
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
即
ち
そ
の
第
一
は
¥

総
合
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
の
構

築
を
留
る
上
で
¥
大
洗
・
筑
波
・

成
田
を
国
擦
性
と
い
う
損
点
で

ネ
ッ
ト
ワ
ク
す
る
定
め
に
¥

本
町
を
冨
際
感
賞
豊
か
な
地
域

と
し
て
形
成
を
図
る
こ
と
。
第

一
一
に
¥
国
ガ
積
極
的
に
リ
ゾ
ー

ト
開
発
を
取
り
上
げ
て
い
る
背

景
と
¥
関
東
圏
域
に
「
通
し
を

提
供
し
て
き
定
実
績
か
ら
¥
通

洋
性
リ
ゾ
ー
ト
墓
地
と
し
て
の

再
構
築
を
留
り
¥
時
代
の
先
取

り
を
す
る
こ
と
。

第
三
に
は
¥
美
し
い
芭
然
麗

境
を
保
全
し
つ
つ
¥
海
外
の
リ



昭和63年4月1El ~~ らあおお(3)第196号

議議議議議鼠議議議品
富野日28iiii議議務欝欝欝譲

1，821千円

2干円

32，308子同

150，223千円

182.531子円

9，977千丹

172，552千円

銅
山

o桜道主地産盤整理事業

(歳入〉間産収入

入金

そ 他

費

費

の

の

務

そ

繰

間

(歳出〉事

工

1.389.709千円

664，348千円

528，044千円

197，317干丹

1，066，424千円

47，376干丹

251，643千円

24，266二子同

。国民健康保険事業

〈歳入〉国民健康保積税

国庫支出金

{也

(歳出〉保険給位費

総務費

老人保健拠出金

他

の

の

そ

そ

聞
協
槌
笛
@
富
窃
@
槌

工事が進む第3埠頭とマ 1)ンタワー
16.152千円

13，400千円

2，732子円

oサイクリングターミナル事業

(歳入〉事業収入

使用料及び手数料
。

の
充
曲
一
大
と
文
化
@
ス。ホ

ー
ツ
の
掘
興

。
住
み
よ
い
い

。
関

G
経
済
基
盤

議
興

。
行
期
政
の

20干円

14，490千円

1，562千円

100千円

{世

費

費

の

務

業

そ

(歳出〉総

1.048.008千円

733，711千円

208，957千円

105，340干円

1，047，704千円

304干円

o老人保健事業

(歳入〉支払基金刻寸金

国庫支出金

{也

(歳出〉罷療諸費

{出

の

の

そ

そ

の
充
襲

o 
整

レ
u
g
A
1
2
 

8.973千円

8，423千円

500千円

50千円

8，923千円

50千円

内
U

o公平委員会

(歳入〉分損金及び負担金

越 金

のそ

繰

487.730千円

343，088干円

6，135千円

34，555子円

7，800千円 也

費

也

の
144.731千円

5，000千円

6，000千円

お，630千円

100，100干丹

?千円

o公共下水道事業

(歳入〉国庫支出金

県支出金

284，039干円

60，615干円

97，163千円

39，887千円

6，026千円

用

。氷道事業

(歳入〉営業収

営業外収益

負担金

分担金

(歳出〉

営業外費用

建設改良費

企業債償還金

他

の

務

の

そ

(歳出〉総

そ

のそ

142，280干円

1，951二千円

500千円

〈

宣Z

他

(歳出〉公共下水道事業費

公債費

{也

(責

入

の

の

繰

町

そ

そ

56.257干円

出，646干円

4，611千円

相，304千円

2，283干同

3，849千円

〔主意事業予算〕

0抱方卸売市場冷凍冷蔵事業

(歳入〉営業収

営業外担益

(歳出〉営業費用

営業外費用

企業債償還金

ヘぇ、

22，687子円3

94，問。千円

13，455干円

10，061千円

24，189千円

32，335千円

100干円

28，関5干同

o老人福祉事業の充実

0大洗湾建設事業負担金

o水田農業確立対策事業

o第8回全冨豊かな海づくり大会負担金

o大洗マリンタワ外構整備事業

o町特産自づくりの奨励

o商工観光の振興事業

。

17，∞0千円
95，137千円

144，731干円

70，707千円

円

円
千

千

円
け

u
n
H
u

n
H
u
n
H
U
 

づ
/

r

n
川
「q

d
 
52，535干円

10，399千円

0都市計画街路船渡大洗線改良事業

0下水路整備事業

o公共下水道整備促進

o上水道整備事業

o住みよいきれいな街づくり推進事業

0国民健康保模事業繰出金

o老人保健会計事業繰出金

0家庭奉仕員の派遣事業

2，672千円

ヰ，196千円

10，5∞干丹

38，500千円

731，300千円

3，030千円

183，100千円

5，076千円

182，531千円

。小中学生演劇鑑賞の集い

o語学指導外国青年招致事業

o小中学較諸施設整備

o ttrJl8:集会施設建設事業

0総合運動公題建設事業

o各種体育施設の整備

o匝道整備事業

03主連安全施設整備

o桜道土地震閏整理事業

ソ
ト
地
に
毘
ら
れ
る
よ
う
な

華
や
か
な
雰
囲
気
の
す
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
す
こ
と
。
こ
の

よ
う
な
理
舎
に
立
っ
て
、
受
通

体
系
と
輔
送
手
段
の
確
立
を
留

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

つ
ま
り
¥
東
関
東
自
動
車
道

の
整
備
促
進
や
常
磐
道
と
東
関

東
自
動
車
道
と
の
結
接
点
よ
り

本
町
に
至
る
道
路
体
系
と
し
て

の
北
関
東
自
動
車
道
の
整
備
促

進
在
は
じ
め
¥
常
磐
道
水
戸
イ

ン
タ
ー
か
ら
の
日
号
バ
イ
パ
ス

を
延
伸
し
¥
日
号
の
バ
イ
パ
ス

的
役
割
を
果
だ
す
新
道
路
の
整

備
促
進
に
力
を
注
ぐ
こ
と
で
あ

り
ま
す
。

ま
た
¥
地
域
内
の
整
備
と
い

だ
し
ま
し
て
は
¥
第
一
に
既
に

マ
リ
ン
タ
ワ
ー
の
建
設
ガ
進
ん

で
あ
り
ま
す
も
力
、
地
場
産
業
の

拡
大
に
つ
な
、
か
り
¥
自
つ
大
洗

な
ら
で
は
の
話
機
能
を
配
置
し

た
付
帯
施
設
、
つ
く
り
を
¥
マ
リ

l
ナ
建
設
と
も
整
合
さ
せ
な
や
か

ら
実
現
を
図
り
¥
地
域
活
性
化

に
罫
め
て
ま
い
り
ま
す
。

第
二
は
¥
長
期
的
・
総
合
的

見
地
に
立
つ
疋
リ
ソ
i
ト
地
と

し
て
の
土
地
利
用
の
展
開
で
あ

り
ま
す
。
就
に
許
司
ガ
な
さ
れ

だ
濁
沼
駅
周
辺
開
発
の
躍
全
な

進
展
を
促
す
と
同
時
に
¥
開
発

区
域
の
拡
大
に
あ
た
っ
て
は
先

に
述
べ
疋
理
舎
の
元
に
推
進
さ

れ
る
よ
う
¥
特
に
意
を
用
い
て

ま
い
り
ま
す
。

第
三
に
は
¥
幹
線
道
路
網
(
脅

格
道
館
)
の
整
備
促
進
で
あ
り

ま
す
。
重
亜
大
洗
線
に
つ
い
て

は
¥
今
年
度
の
全
線
開
通
見
通

し
ガ
立
つ

E
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
ガ
¥
大
洗
港
杉
ノ
下
線
¥
船

渡
大
洗
線
¥
大
洗
友
部
線
、
長

岡
大
洗
線
等
の
整
備
促
進
を
図

る
こ
と
や
駅
前
海
岸
線
の
事
業

化
に
{
向
け
て
の
取
組
。
ま
だ
¥

運
動
公
園
を
経
て
友
部
線
に
至

る
国
道
日
号
糠
か
ら
の
新
道
建

設
に
つ
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
取
組

み
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

重
に
長
期
間
に
は
¥
現
在
謂

査
横
討
、
ガ
進
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
鹿
島
灘
海
域
に
お
け
る
マ
リ

ノ
ベ
i
シ
ヨ
ン
構
想
の
異
現
化

や
沖
合
人
工
患
の
形
成
に
よ
る

港
湾
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
機
能

の
拡
大
¥
ま
だ
ヘ
リ
ボ
ト
建

設
等
に
も
今
後
意
を
需
い
な
ガ

ら
実
現
方
策
を
強
め
て
ま
い
り

だ
い
と
葎
じ
ま
す
。

以
上
の
基
本
姿
勢
で
臨
む
も

の
で
あ
り
ま
す
が
¥
反
酉
現
下

の
財
政
環
境
は
誠
に
厳
し
い
こ

と
も
事
実
で
あ
り
ま
す
。
し
か

し
¥
創
造
的
な
間
性
と
生
産
牲

に
満
ち
だ
地
域
社
会
の
構
築
に

は
¥
方
向
の
転
換
に
強
い
勇
気

と
僅
れ
だ
英
知
ガ
¥
基
本
的
な

仕
組
み
造
り
に
は
新
し
い
発
想

の
取
り
入
れ
ガ
必
要
で
あ
り
¥

こ
れ
ら
の
実
践
活
動
を
強
力
に

推
進
す
る
こ
と
ガ
究
趣
的
に
は

ま
ち
の
活
性
化
や
町
民
福
祉
の

充
実
に
つ
な
ガ
り
得
る
と
確
信

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ソ
フ
ト
直
に
お
き
ま
し
て
も
¥

本
年
刊
月
、
皇
太
子
穀
下
・
妃

殿
下
の
ご
臨
席
の
も
と
「
全
冨

豊
か
な
通
づ
く
り
大
会
L

ガ
本

司
に
て
開
鑑
で
き
る
こ
と
に
な

っ
だ
ほ
か
¥
削
例
年
6
月
に
は
運

動
公
盟
体
育
簡
に
て
レ
ス
リ
ン

グ
の
戸
一
ン
戸
大
会
、
力
、
更
に
臼

年
ア
悶
に
は
冨
諜
学
術
会
議
も

開
催
さ
れ
る
こ
と
ガ
決
定
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

今
己
多
く
の
自
治
体
で
は
¥

こ
の
よ
う
な
国
際
会
議
や
大
会

の
誘
較
を
積
極
的
に
進
め
て
お

り
ま
す
ガ
¥
準
い
に
本
町
に
お

い
て
は
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
と

豊
け
入
れ
施
設
¥
成
田
空
溝
か

ら
の
至
近
性
な
ど
の
搭
条
件
、
か

揃
っ
て
お
り
¥
今
般
の
決
定
も

こ
れ
ら
の
評
髄
、
ガ
高
ま
っ
て
き

て
い
る
現
れ
で
あ
り
ま
す
。

私
共
は
¥
こ
う
し
た
事
実
を

重
視
し
て
霊
に
剖
進
を
図
る
だ

め
全
力
を
思
く
し
て
ま
い
り
ま

す
。
そ
の
だ
め
¥
出
年
度
の
施

策
と
そ
の
予
算
に
つ
い
て
は
可

能
な
限
り
の
努
力
を
し
だ
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。



第196号 (4)

み
の
審
鉛
関
翻

* 

t .... 

V
増
加
す
る
乗
物
盗
&

車
や
、
オ
ー
ト
バ
イ
等
の
盗
難
事
件

は
昭
和
臼
年
中
、
水
戸
署
管
内
で
蜘
件

発
生
し
て
お
り
(
前
年
比
日
%
増
)
こ

れ
が
銀
行
強
盗
や
一
ア
ロ
な
ど
の
「
足
」

と
し
て
使
用
さ
れ
る
ケ
I
ス
が
あ
り
ま

す
。
愛
車
を
凶
悪
犯
罪
に
利
用
さ
れ
な

い
た
め
に
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し

ト晶、「ノ。(
駐
車
場
で
は
)

O
夜
間
照
明
の
設
置

O
出
入
口
一
擦
や

錠
の
取
付

O
見
回
り
の
励
行

(
自
動
車
は
)

O
キ
!
の
抜
取

O
ド
ア
ロ
ッ
ク
励
行

O
貴
重
口
聞
を
漬
か
な
い

(
オ
ー
ト
バ
イ
・
自
転
車
は
)

O

ハ
ン
ド
ル
ロ
ッ
ク
や
ワ
イ
ヤ
ー
錠
で

の
二
重
カ
ギ
か
け

O
路
上
・
駅
前
に

放
置
し
な
い

O
防
犯
登
録
を
す
る

V
ス
リ
@
ひ
っ
た
く
り
に
注
意
&

0

こ
れ
か
ら
が
多
発
す
る
シ
ー
ズ
ン
で

らあおお

年
金
だ
よ
り

国
民
年
金
の
保
険
料
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
?

昭
和
位
年
度
分
(
昭
和
位
年
4
月
か
ら
回
年
3
月

ま
で
)
の
保
険
料
は
、

4
月
初
日
ま
で
な
ら
、
お
手

持
ち
の
納
付
書
で
役
場
や
金
融
機
関
に
直
接
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
4
月
初
日
を
過
ぎ
ま
す

と
、
直
接
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
水
戸
南

社
会
保
険
事
務
所
に
納
め
る
か
、
役
場
で
別
の
納
付

書
を
発
行
し
て
も
ら
い
、
郵
便
局
か
銀
行
(
信
用
金

庫
、
信
用
組
合
を
含
む
)
で
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
、
め
ん
ど
う
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
き
ま
す

と
、
不
慮
の
事
故
や
病
気
な
ど
に
よ
り
障
害
者
や
母

子
家
庭
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
時
、
生
活
の
支
え
と
し

ピ

F

て
支
給
さ
れ
る
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
、

t
J

受
け
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
納
め
¥
山

忘
れ
の
期
間
が
多
く
な
り
ま
す
と
、
将
来
老
齢
基
礎
年
金
さ
、
ぇ
受
け
ら
れ
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

も
う
一
度
、
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
な
い
か
ど
う
か
確
か
め
て
み
て
下
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
役
場
年
金
係
ま
で
。

一
、
金
加
万
円
也

土
子
士
口
久
殿

磯
小
・
一
中
教
材
費
と
し
て
。

一
、
投
光
機

i
碁
五
万
6
千
円
相
当
)

大
洗
ロ

i
タ
リ
i
ク
ラ
ブ
会
長

中
川
潤
一
殿

間
ク
一
ス
フ
創
立
日
周
年
実
行
委
員
長

川
上
俊
彦
殿

大
洗
町
消
防
用
施
設
と
し
て
。

一

、

雑

巾

出

枚

高
齢
者
ク
ラ
ブ
明
寿
会

一

代

表

高

橋

兼

土

口

殿

一
磯
浜
小
学
校
用
と
し
て
。

十

i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
iぶ

一

、

草

刈

鎌

却

了

ザ

竹
友
会
代
表
会
沢
雅
美
殿
一

磯
浜
小
学
校
用
と
し
て
。
一

一

、

蹄

り

用

浴

衣

地

問

反

一

H

帯

生

地

問

人

分

…

(
4
百
加
万
円
相
当
)
一

萩
原
舞
台
美
術
株
式
会
社
…

萩
原
松
雄
殿
一

豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
用
と
し
て
。
一

一
、
金
5
万

円

也

一

大
洗
町
医
師
会
殿
一

身

障

者

福

祉

の

た

め

。

…

O
ご
寄
附
い
た
だ
い
た
方
々
に
心
か
…

ら
感
謝
中
し
上
げ
ま
す
。

i
i
i」

昭和63年4.F.11日

保険料の

納付

《

A
叫
寸
問
問
明
μ
口一
}
f
}
閉
山
田
〕
》

す
。
貰
い
物
や
行
楽
地
で
は
貴
重
口
聞
は

身
に
つ
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

O
被
宝
間
に
あ
っ
た
ら
す
ぐ
一
一

O
番。

マ
少
年
非
行
前
止
に
協
力
を
&

(
家
庭
で
は
)

O
子
供
を
放
任

Lない
1
親
子
の
対
話
を

通
じ
、
子
供
の
生
活
実
態
を
よ
く
知
る

O
非
行
の
前
兆
を
見
逃
き
な
い
。

夜
遊
び
・
外
泊
・
服
装
・
持
ち
物
の

変
化
・
バ
イ
ク
の
無
免
許
運
転
等
が
、

万
引
き
・
シ
ン
ナ
ー
乱
用
な
ど
の
非
行

に
発
展
す
る
こ
と
が
統
計
的
に
も
明
ら

か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

(
職
場
・
社
会
で
は
)

O
大
人
が
社
会
の
ル
!
ル
を
守
り
手
本

を
示
す

O
た
ま
り
場
・
ポ
ル
ノ
な
ど

有
害
な
環
境
の
浄
化
に
努
め
る

。
非
行
防
止
に
対
す
る
「
社
会
の
健
全

な
白
」
が
何
よ
り
大
切
で
す
。

防
犯
協
会
水
戸
支
部

水

戸

警

察

署

時の人口と
(3.F.1 I日現在)

人口21，303人(土0)出生11人

男 10，481人(+2)死亡14人

女 10，822人(-2)転入45人

世帯数6，146戸(+9)転出42人

昭和田年

審の

全国~通安全運動

日会防とナ全
体)国止に|て県

交
通
安
全
対
策
協
議
会
が
、
玉
唱
し
、

の
県
民
が
正
し
い
交
通
ル
l
ル
と
?

の
実
践
を
習
慣
、
つ
け
る
こ

よ
り
、
交
通
事
故
の
徹
底

を
図
ろ
う
と
す
る
、
十
呑
の

交
通
安
全
運
動
が
4
月
6

か
ら
日
日
幽
ま
で
の
刊
日

(63.2月現在)

数j成増前年間期年

)内は累計を訴す。

本\~ 
※( (63.1月現在)

本 数J液増

大洗町における交通事故の発生状況

前年同期年~~ 

発生件数 (ム 6) 5 ( 7) 5 (15) ( 8 ) 8 2 (2) )
 
ハU1
 
(
 

日
U
T
E舟

)
 
ハU(
 
ハUo ( 0) )

 
ハU(
 

。数者死o (0) )
 
ハU(
 
ハUo ( 0) 数者7E 

間
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

重
点
呂
擦
は
次
の
と
お
り
で
す
。

由
子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

盟
二
輪
車
の
交
通
事
故
肪
止
、
特
に
若

年
運
転
者
の
無
謀
運
転
の
追
放

国
正
し
い
方
法
に
よ
る
シ

i
ト
ベ
ル
ト

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
の
徹
底

O
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
安
全
へ
つ
な
ぐ
老
い
の
手
幼
い
手
」

善
問
〉
意
向
〉
の
m

〉
寄
m
v

附

一
、
金
四
万
円
也

大
洗
ロ
!
タ
?
さ
フ
ブ
会
記
長
中
川
潤
一
殿

悶
ク
ラ
ブ
日
周
年
笑
行
委
員
長
川
上
俊
彦
殿

町
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
附
さ
れ
た
も
の

で
す
。
寄
附
さ
れ
た
方
の
趣
旨
を
生
か
し
、

社
会
福
祉
向
上
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

ム3(ム 6) 8 (10) 5 (16) 負傷者数9 (9) 2 (2) )
 

t
I
4
 

1
3ム(
 

τ
1ムーBRム負 傷者数

催事内容

側夕、イ才一主催による日用品雑貨の絞売会

スワンバレエ研究所主催によるクラン y クパレ
エ教室

倫理研究所大洗支部主催による婦人倫理講演会

表{疋予事一付分-
所
一
室

開
月
一
場
一
か

4
・
一
催
一
)

名

販売会

2主

三大洗文化セン
開始時間

教

貨

事

雑

ここ

催

レ

用百

ノ、、

9・30

13 : 00 

関イ催臼

2 包{十)
3 日 (EJ)

7日(札 14tI附，
21日付札 28自体)

10 日(日)

家警
少ぷ選

ふじの会主催によるピアノ発表会

大洗町教育研究会主催による総会

水戸地区交通安全協会主催による運転免許更新
時講習会

Eヨ本水道協会茨城県支部主催による索任技術者
試験受験者のための講習会

大洗水族館主催による 1，000万人達成記念大講
演会

ノレ

大会議室

ホ婦人倫理大講演会

必込
ヨス

研究会

運転免許更新時講習会

表発

大洗町教育

/ アピ

13 : 00 

10: 30 

13: 00 

)
 
門口(
 
(フト)

日

日

17 

21 

/レホ資任技術者試験受験者講習会

水族館lすωo万人達成記念大講演会

9 : 30 

10: 00 

在訪

(灼

日

日

22 

26 

13: 30 

自

復

訓

練

L

保健センター

だより

戸月
/ 
日

名

著事

業

v 

舟j度3区

浅野裕美ちゃん
( 5ヶ月)

主す

ー
時
吋
∞
分

2
時
日
分

1
時
吋
日
分

2
待
日
分

l
時
吋
∞
分

2
時
日
分

9
時
日
分

日
時
初
分

l
時
∞
分

2
時
吋
日
分

1
待
日
分

2
昨
吋
日
分

象

名

受
付
時
間

手L

健

三ム
ロP

生
後

2
ヵ
月

i
3
ヵ
月
の
者

生
後

6
ヵ
月

1
7
ヵ
月
の
者

生
後

M
ヵ
月

1
総
力
同
月
未
満
の
者

ー

ゥ

'

-

4

/
的
一

n
，“一j
 

4
/
ω

一
っd

一
j
 

4

ノ側一。。…

/

1

i

“
 

1
 

4

，
問
一
-A
刊

一

/

り

'u

一

一

4

/
村
一

;
 

一

'
n
b

一

一
5

/
刷
幽
…

児

破き苔
傷テ日

風手咳
) 

予
巨方
接
fi重

般
診
す
食
及
び
相
談

相

言生

成
人
病
患
者
及
び
一
般
住
民

母
性
及
び
乳
幼
児

(
都
合
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
)

満
一
歳
ム
ハ
ヵ
月
の
誕
生
日
に
透
し
た
者

f辛

子

歳
6
ヵ
月
児
健
診

百
日
咳
〕

ジ
フ
テ
リ
ナ
一
予
防
接
種

破
傷
風
」

生
後

M
ヵ
月

l
M叩
ヵ
月
未
満
の
者

「
子
宮
ガ
ン
」
集
団
検
診
の
お
知
ら
せ

「
大
洗
間
高
校
生
会
い
の

会
田
興
を
募
佳
関
し
て
い
ま
す
。

大
洗
町
高
校
生
会
は
、
地
域
社
会
活
動
に
お
け
る
サ
ブ
リ
i
ダ

i
と
し
て
、
子
ど

も
会
活
動
・
青
少
年
活
動
・
イ
ベ
ン
ト
等
で
活
躍
す
る
一
方
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
・
研
修
会
・
親
睦
会
な
ど
を
通
じ
、
か
学
校
ご
と
。
の
垣
根
を
取
り
払
っ
て
高
校

生
同
志
の
交
流
を
深
め
合
う
団
体
で
す
。

あ
な
た
の
人
生
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
こ
の
時
期
、
親
し
い
友
人
を
一
人

で
も
多
く
得
る
こ
と
は
、
将
来
の
大
き
な
財
産
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

傘
募
集
対
象
今
春
高
校
へ
進
学
し
た
新
一
年
生

傘

会

費

無

料

綴
・
申
込
み
先
教
脊
委
員
会
社
会
教
育
係

機
AI-そ
自記

午
前
の
部
訓
練
(
午
前
9
時
1
午
前
日
待
)

0
4
月
8
日
樹

0
4
月
ロ

5ω

0
4
月
日
日
幽

0
4
月
四
日
附

0
4
月
幻
自
樹

0
4
月
初
日
附

0
5
月
6
5
樹

畿
一
検
診
日
及
び
場
所

0
4
月
泣
臼
樹
夏
海
農
協
倉
庫
前

0
4
月
回
日
開
上
幅
大
賞
集
会
所

0
4
月
刊
山
臼
仰
永
町
堀
割
集
会
所

0
4
月
幻
日
制
祝
町
松
ケ
丘
住
宅

集
会
所

大
洗
保
健
セ
ン
タ
ー

0
4
月
出
臼
附

⑧
検
診
受
付
時
間

午
後
ロ
時
加
分
i
午
後
1
持
部
分

尚
、
開
始
前
に
健
康
講
話
を
実
施

在的日29 

午
後
の
部
訓
練
(
午
後
1
時
i
午
後
3
時
)

0
4
月
5
8
閃
(
専
門
療
法
士
来
所
)

訓
練
場
所
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー

訓
練
対
象
障
害
者
で
機
能
胆
復
訓
練

を
必
要
と
す
る
者
。

い
た
し
ま
す
の
で
、
午
後
1
時
ま
で

に
ご
参
集
下
さ
い
。
)

傘
対
象
者

大
洗
町
に
住
所
を
'
有
す
る
加
歳
以
上

.
の
女
性

慾

一

料

金

無

料

※

4
月
刊
日
制
ま
で
に
大
洗
町
保
健
セ

ン
タ

i
に
申
し
込
み
下
さ
い
。

(
電
話
で
も
受
付
い
た
し
ま
す
。

雷

侃

i
1
0
1
0
)

T
E
L
侃

2
4
1
1


